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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】使い終わった磁石のピースをそのまま収納する
ため紛失のおそれがなく、場所をとらずに持ち運びにも
便利な磁石吸着台を提供する。
【解決手段】磁石が吸い付く材質で出来た薄い板状の吸
着台１の中央に折れ曲げ線２を形成すると共に、結合し
たり分離したりが自在な止め具（例えば帯板６）を、吸
着台１の側縁に設置する。そして磁石のピースＰを吸着
台１に貼り付けて遊んだり学習したりするが、使い終わ
ったら磁石のピースＰを貼り付けたまま吸着台１を折れ
曲げ線２で二つに折って止め具で閉じるので、磁石のピ
ースＰの位置が崩れないうえ、紛失の心配もない。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
磁石が吸い付く材質で出来た薄い板状の吸着台の中央に折れ曲げ線を形成すると共に、結
合したり分離したりが自在な止め具を、吸着台の側縁で且つ折れ曲げ線に関して対称とな
る位置に設置して、吸着台を折れ曲げ線で二つ折りすることにより止め具を結合して吸着
台を閉じることを特徴とする磁石吸着台。
【請求項２】
前記止め具が磁石で出来た帯板であって、この帯板を吸着台の側縁に固着し、吸着台を折
れ曲げ線で二つ折りすることにより帯板同士を吸着結合して吸着台を閉じることを特徴と
する請求項1記載の磁石吸着台。
【請求項３】
前記止め具が帯状の面ファスナであって、この面ファスナを吸着台の側縁に固着し、吸着
台を折れ曲げ線で二つ折りすることにより面ファスナ同士を接着結合して吸着台を閉じる
ことを特徴とする請求項1記載の磁石吸着台。
【請求項４】
前記止め具がボタンホックであって、このボタンホックを吸着台の側縁に固着し、吸着台
を折れ曲げ線で二つ折りすることによりボタンホック同士を嵌着結合して吸着台を閉じる
ことを特徴とする請求項1記載の磁石吸着台。
【請求項５】
前記吸着台が薄い磁性体の表裏に紙を重ねこの紙の上にＯＰＰフィルムをラミネートして
成ることを特徴とする請求項1記載の磁石吸着台。
【請求項６】
前記磁性体が鉄板であることを特徴とする請求項５記載の磁石吸着体。
【請求項７】
前記折れ曲げ線に関し吸着台の左右対称位置に手提げ用の通孔を開けてなることを特徴と
する請求項1記載の磁石吸着台。
【請求項８】
前記吸着台と同じ材質で出来た拡張台を吸着台の左右の少なくもいずれか一方に折り曲げ
自在に連結することを特徴とする請求項１記載の磁石吸着台。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、薄いシート状磁石のピースを貼り付けるための磁石吸着台に関する。
　ピースの種類はさまざまで、人形やそれに着せる衣装または履物の形状であったり、あ
るいは、碁石を模した黒と白の丸い円板であったり、数字を表示した四角の方形板であっ
たりする。これらを磁石吸着台の任意の位置に貼り付けて着せ替え遊びをしたり、ゲーム
をしたり、算数の勉強をしたりする。
【背景技術】
【０００２】
　磁石を利用して、台の上に小さな遊戯チップを貼り付けて遊ぶ玩具は、従来から知られ
ている。
　例えば、特許文献１は、磁石を内蔵した造形ステージの上に薄板上の磁性体遊戯チップ
を様々に貼り付けて遊ぶ玩具で、遊戯チップは動植物をイメージした形状で、表面に絵が
描かれている。このような遊戯チップを付属の絵本のストーリに合わせて組み合わせて、
造形ステージの上に貼り付けて遊ぶようになっている。
【０００３】
　しかし、遊び終わった遊戯チップは、造形ステージから取り外して、隣の収納凹部に収
納しなければならないため、せっかく貼り付けた遊戯チップの造形が遊び終わるたびに消
失し、再開のときには初めからやり直さなければならないし、また大事な遊戯チップを紛
失するおそれも多い。
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【特許文献１】特開2003-93761号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　使い終わっても貼り付けた位置を動かさずにそのまま収納できれば、それまでの造形が
無駄にならないし、紛失のおそれもない。
　この見地から本考案が解決しようとする課題は、使い終わった磁石のピースをそのまま
収納し、場所をとらずに持ち運びにも便利な磁石吸着台を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　そのため本考案の磁石吸着台は、磁石が吸い付く材質で出来た薄い板状の吸着台の中央
に折れ曲げ線を形成すると共に、結合したり分離したりが自在な止め具を、吸着台の側縁
で且つ折れ曲げ線に関して対称となる位置に設置して、吸着台を折れ曲げ線で二つ折りす
ることにより止め具を結合して吸着台を閉じることを特徴とする。
【０００６】
　本考案によれば、吸着台が中央で二つ折りにでき、側縁には止め具が設置されているの
で、使い終わった磁石のピースをそのままの状態で収納でき、場所をとらずに持ち運びに
も便利であるという効果を奏する。
【０００７】
　また請求項２の考案は、前記の止め具が磁石で出来た帯板であって、この帯板を吸着台
の側縁に固着し、吸着台を折れ曲げ線で二つ折りすることにより帯板同士を吸着結合して
吸着台を閉じる構成になっている。
【０００８】
　この考案によれば、吸着台を二つ折りにしたとき、帯板同士が吸着結合するので、吸着
台を簡単に開閉でき、また、帯板の厚みにより内部空間が確保されるので、磁石のピース
同士を重ねた状態でも支障なく収納できる。
【０００９】
　請求項３の考案は、前記止め具が帯状の面ファスナであって、この面ファスナを吸着台
の側縁に固着し、吸着台を折れ曲げ線で二つ折りすることにより面ファスナ同士を接着結
合して吸着台を閉じることを特徴とするので、吸着台の開閉が確実容易なうえに、安価に
製造できる。
【００１０】
　請求項４の考案は、前記止め具がボタンホックであって、このボタンホックを吸着台の
側縁に固着し、吸着台を折れ曲げ線で二つ折りすることによりボタンホック同士を嵌着結
合して吸着台を閉じることを特徴とするので、さらに安価に製造できる。
【００１１】
　請求項５の考案は、前記吸着台が薄い磁性体の表裏に紙を重ねこの紙の上にＯＰＰフィ
ルムをラミネートするので、紙に汚れや傷が付きにくいという効果がある。
【００１２】
　請求項６の考案は、前記磁性体が鉄板なので、磁石の吸い付きがよく、曲げにも強く頑
丈であるという効果がある。
【００１３】
　請求項７の考案は、前記折れ曲げ線に関して吸着台の左右対称位置に手提げ用の通孔を
開けるので、吸着台を二つ折りにして運ぶのに好都合である。
【００１４】
　請求項８の考案は、前記吸着台と同じ材質で出来た拡張台を吸着台の左右の少なくもい
ずれか一方に折り曲げ自在に連結するので、磁石を貼るスペースを広く確保できる。
【考案の効果】
【００１５】
　このように、本考案によれば、使い終わった磁石のピースをそのままの状態で収納でき
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、場所をとらずに持ち運びにも便利であるという効果を奏する。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１６】
　本考案の実施形態を図面に示す。
　１は薄い板状の吸着台で、磁石が吸い付く材質で出来ている。その中央に2本平行な折
れ曲げ線２を形成する。吸着台１は薄い鉄板３の表裏に紙４を重ね、その表面を傷防止の
ためＯＰＰフィルム５でラミネートする。鉄板３は折れ曲げ線２の外側に2枚並べて配置
する。磁性体であれば鉄板３に限らない。薄いフェライトやニッケルの板でもよい。
【００１７】
　６は帯板で止め具の一例である。帯板６は磁石７を紙８で被覆した構造で、吸着台１の
側縁に固着し、吸着台１を折れ曲げ線２で二つ折りすることにより帯板６同士を吸着結合
して吸着台1を閉じるようになっている。このとき結合した帯板６の厚みだけ吸着台１の
内部に空間９ができる。１０は手提げ用の通孔で、折れ曲げ線２に関し吸着台１の左右対
称位置に開ける。
【００１８】
　紙４には、家具などの室内インテリアを描写したり、碁盤やノートの升目を印刷してお
く。
　そして人形や衣装や履物を表示した薄いシート状磁石のピースＰを用意し、これらを吸
着台１の上に置くと、ピースＰの磁石の力で吸着台１に貼り付く。ピースＰの厚さは、帯
板６の厚み以下で、好ましくは半分程度がよい（図２参照）。薄すぎると吸着台１から剥
がしにくいし、厚すぎるとピース同士を吸着台１の中に重ねて収容しにくいからである。
　人形のピースの上に衣装のピースを重ねて貼り付けることも出来る。ピースは貼替え自
由だから、形状や模様の違う衣装のピースを数種類用意しておけば、着せ替え遊びが楽し
める。
【００１９】
　碁石のピースの場合は、吸着台１の碁盤目に貼り付ける。
【００２０】
　数字のピースの場合は、簡単な四則演算を解いて、答えを紙４に印刷した升目の中に貼
り付ける。
【００２１】
　使い終わったら、ピースＰを貼り付けたまま吸着台１を折れ曲げ線２に沿って二つ折り
にし、相対する帯板６同士を吸着結合する。このとき吸着台１の内部に空間９が確保され
るので、ピースＰが２枚以上重なった状態でも、吸着台１を支障なく二つ折りにできる。
ピースＰの位置は不動だから、帯板６を分離して吸着台１を平面状に開けば、元通りに着
せ替え遊びなどを再開できる。
【００２２】
　図７は、吸着台１と同じ材質で出来た拡張台１aを、吸着台の左右に、折り曲げ自在に
連結した実施態様を示す。この場合、拡張台１aを展開するとピースＰを貼るスペースを
拡大できる。吸着台１を二つ折りする際は、ピースＰを貼ったまま内側に折りたたむ。拡
張台１aは左右のいずれか一方のみに連結してもよい。
【００２３】
　図８は止め具が面ファスナ１１の例で、図９はボタンホック１２の例をそれぞれ示す。
これらにおいて、止め具のほかは、図１の例と同じである。
【００２４】
　これを要するに、本考案は、使い終わった磁石のピースをそのままの状態で収納でき、
場所をとらずに持ち運びにも便利であるから、人形の着せ替え遊びや碁などのゲームのほ
か、計算の勉強などにも広く利用できる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】は本考案の実施態様で、その吸着台を拡げた状態の正面図である。
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【図２】は図１のＡ－Ａ線に沿う断面図である。
【図３】は図１の吸着台を二つ折りに閉じた状態の側面図である。
【図４】は図３の平面図である。
【図５】は吸着台の積層を分解して示す斜視図である。
【図６】は図１の帯板の拡大断面図である。
【図７】は本考案の別の実施態様における吸着台の正面図である。
【図８】は別の止め具の実施態様における吸着台の正面図である。
【図９】はさらに別の止め具の実施態様における吸着台の正面図である。
【符号の説明】
【００２６】
１　　吸着台
２　　折れ曲げ線
３　　鉄板
４　　紙
５　　ＯＰＰフィルム
６　　帯板
７　　磁石
８　　紙
９　　空間
１０　通孔
１１　面ファスナ
１２　ボタンホック

【図１】

【図２】

【図３】
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【図６】

【図７】

【図８】

【図９】
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